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吉島茂／木島理枝 編訳「外国語の学習、教授、評価のための 

ヨーロッパ共通参照枠」朝日出版社 から抜粋 

 

 

外国語の学習、教授、評価のためのヨーロッパ共通参照枠 
Common European Framework of Reference for Languages: 

Learning,teaching,assessment 
 

1.1 Common European Framework of Reference for Languages:Leaening,teaching,assessment 

    (CEF）とは何か？  

 

CEFの目的はヨーロッパの言語教育のシラバス、カリキュラムのガイドライン、試験、教科書、等々の向上のた

めに一般的基盤を与えることである。言語学習者が言語をコミュニケーションのために使用するためには何を学

ぶ必要があるか、効果的に行動できるようになるためには、どんな知識と技能を身につければよいかを総合的に

記述するものである。そこでは言語が置かれている文化的なコンテクストをも記述の対象とする。CEFはさらに

学習者の熟達度のレベルを明示的に記述し、それぞれの学習段階で、また生涯を通して学習進度が測れるように

考えてある。 

 CEFは、ヨーロッパのさまざまな教育制度の差が原因となって、現代語の分野で働いている専門家間相互の対

話が妨げられている現状の打開を意図している。教育行政関係者、授業コース設計者、教師、教師養成者、試験

機関、等々が、自らの日常の業務に反省をめぐらし、それぞれがなす努力の意味・位置を確認し、その成果を共

有できるように、さらに、彼らが学習者に対して實任を負っている以上、学習者の現実の必要性に適合した仕事

ができるよう、そのための手段を提示するものである。 

 対象領域、内容、方法を明示的に記述するための共通基盤を示すことによって、CEFは、コース授業、シラバ

ス、能力検定の透明化を促進し、そうすることによって現代語の領域で国際的共同作業を前進させようとするも

のである。言語熟強度を表す客観的基準を提示することにより、さまざまな学習環境の下で与えられている資格

の相互認定も容易になるはずである。これはまたヨーロッパ内における人的移動を助長するものであろう。 
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3.3 共通参照レベルの提示方法 

 

CEFが共通の参照点を決めたとしても、それは異なる教育文化の異なる担当者がどのように自分たちのレベルや

モジュールの体系を構築し、記述するかを決して制限するものではない。参照点や能力記述文の正確な言語化の

進展は、関係国や諸機関の経験が、関係する専門家たちの経験に基づいて、能力記述文に統合されていくことに

よって実現されることを期待したい。 

 また、共通の参照点はそれぞれの目的によって異なる方法で示されることが望ましい。目的によっては表１で

示したように、共通参照レベルの組み合わせを一つの段落にまとめて提示することが適切かもしれない。このよ

うな単純で「全体的な」提示は専門家でない利用者にとって体系が分かりやすくなるし、教師やカリキュラムの

計画担当者にとっても立脚点を与えるものになるだろう。 

 ある実際的な目的のための教育システム内部にいる、学習者、教師や他の利用者に分かってもらうためには、

より詳細な一覧が必要になってくるだろう。このような全体像は、主な言語使用のカテゴリーと六つのレベルを

それぞれ縦軸と横軸にした表の形で示すことができよう。表２は六つのレベルに基づいた自己評価用の表の案で

ある。学習者はこれを使えば、自分の主な言語技能の全体像が分かり、自分の熟達度レベルを自己評価するため

には、より詳細な記述のチェックリストを使って、そのどこを見ればいいのか分かるようになっている。 

 目的が異なれば、特定のレベル、特定の領域・範囲、また特定のカテゴリー群に焦点をしぼることが要求され

るだろう。また、あるレベルやカテゴリーを削り、その一方である特定の目的にとって意味があるところでは、

より詳細な細かなレベルを設定し、新しいカテゴリーなどを付け加えることも可能であろう。 

このような詳細な設定によって、それぞれのモジュールがお互いに関連づけられるであろう。CEFとの位置関係

もはっきりするであろう。 
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表1 共通参照レベル：全体的な尺度 

C2 

聞いたり、読んだりしたほぼ全てのものを容易に理解することができる。 

いろいろな話し言葉や書き言葉から得た情報をまとめ、根拠も論点も一貫した方法で再構成でき

る。自然に、流暢かつ正確に自己表現ができ、非常に複雑な状況でも細かい意味の違い、区別を

表現できる。 

熟

達

し

た

言

使

用

者 

C1 

いろいろな種類の高度な内容のかなり長いテクストを理解することができ、含意を把握できる。

言葉を探しているという印象を与えずに、流暢に、また自然に自己表現ができる。 

社会的、学問的、職業上の目的に応じた、柔軟な、しかも効果的な言葉遣いができる。 

複雑な話題について明確で、しっかりとした構成の、詳細なテクストを作ることができる。その

際テクストを構成する字句や接続表現、結束表現の用法をマスターしていることがうかがえる。

B2 

自分の専門分野の技術的な議論も含めて、抽象的かつ具体的な話題の複雑なテクストの主要な内

容を理解できる。 

お互いに緊張しないで母語話者とやり取りができるくらい流暢かつ自然である。 

かなり広汎な範囲の話題について、明確で詳細なテクストを作ることができ、さまざまな選択肢

について長所や短所を示しながら自己の視点を説明できる。 

自

立

し

た

言

語

使

用

者 

B1 

仕事、学校、娯楽で普段出会うような身近な話題について、標準的な話し方であれば主要点を理

解できる。 

その言葉が話されている地域を旅行しているときに起こりそうな、たいていの事態に対処するこ

とができる。 

身近で個人的にも関心のある話題について、単純な方法で結びつけられた、脈絡のあるテクスト

を作ることができる。経験、出来事、夢、希望、野心を説明し、意見や計画の理由、説明を短く

述べることができる。 

A2 

ごく基本的な個人的情報や家族情報、買い物、近所、仕事など、直接的関係がある領域に関する、

よく使われる文や衷現が理解できる。 

簡単で日常的な範囲なら、身近で日常の事柄についての情報交換に応ずることができる。 

自分の背景や身の回りの状況や、直接的な必要性のある領域の事柄を簡単な言葉で説明できる。

基

礎

段

階

の

言

語

使

用

者 

A1 

具体的な欲求を満足させるための、よく使われる日常的表現と基本的な言い回しは理解し、用い

ることもできる。 

自分や他人を紹介することができ、どこに住んでいるか、誰と知り合いか、持ち物などの個人的

情報について、質問をしたり、答えたりできる。 

もし、相手がゆっくり、はっきりと話して、助け船を出してくれるなら簡単なやり取りをするこ

とができる。 

 

 

 

 

 



  A1 A2 B1 

聞

く

こ

と 

 

はっきりとゆっくりと話して

もらえれば、自分、家族、す

ぐ周りの具体的なものに関す

るする聞き慣れた語やごく基

本的な表現を聞き取れる。 

 

（ごく基本的な個人や家族の情

報、買い物、近所、仕事などの）

直接自分につながりのある領域

で最も頻繁に使われる話彙や表

現を理解することができる。 

短い、はっきりとした簡単なメッ

セージやアナウンスの要点を聞

き取れる。 

仕事、学校、娯楽で普段出会うよう

な身近な話題について、明瞭で標準

的な話し方の会話なら要点を理解

することができる。 

話し方が比較的ゆっくり、はっきり

としているなら、時事問題や、個人

的もしくは仕事上の話題について

も、ラジオやテレビ番組の要点を理

解することができる。 

理

解

す

る

こ

と 

 
読

む

こ

と 

 

例えば．掲示やポスター、カ

タログの中のよく知っている

名前、単語、単純な文を理解

できる。 

ごく短い簡単なテクストなら理

解できる。 

広告や内容紹介のパンフレット、

メニュー、予定表のようなものの

中から日常の単純な具体的に予

測がつく情報を取り出せる。 

簡単で短い個人的な手紙は理解

できる。 

非常によく使われる日常言語や、自

分の仕事関連の言葉で書かれたテ

クストなら理解できる。 

起こったこと、感情、希望、が表現

されている私信を理解できる。 

 

や

り

取

り 

 

相手がゆっくり話し、繰り返

したり、言い換えたりしてく

れて、また自分が言いたいこ

とを表現するのに助け船を出

してくれるなら、簡単なやり

取りをすることができる。 

直接必要なことやごく身近な

話題についての簡単な質問な

ら、聞いたり答えたりできる。 

単純な日常の仕事の中で、情報の

直接のやり取りが必要ならば、身

近な話題や活動について話し合

いができる。 

通常は会話を続けていくだけの

理解力はないのだが、短い社交的

なやり取りをすることはできる。

当該言語圏の旅行中に最も起こり

やすいたいていの状況に対処する

ことができる。 

例えば、家族や趣味、仕事、旅行、

最近の出来事など、日常生活に直接

関係のあることや個人的な関心事

について、準備なしで会話に入るこ

とができる。 
話

す

こ 

と 

表

現 

どこに住んでいるか、また、

知っている人たちについて、

簡単な語句や文を使って表現

できる。 

家族、周囲の人々、居住条件、学

歴、職歴を簡単な言葉で一連の語

句や文を使って説明できる。 

 

簡単な方法で語句をつないで、自分

の経験や出来事、夢や希望、野心を

語ることができる。 

意見や計画に対する理由や説明を

簡潔に示すことができる。 

物語を語ったり、本や映画のあらす

じを話し、またそれも対する感想・

考えを表現できる。 

書

く

こ

と 

書

く

こ

と 

新年の挨拶など短い簡単な葉

書を書くことができる。 

例えばホテルの宿帳に名前、

国籍や住所といった個人のデ

ータを書き込むことができ

る。 

直接必要のある領域での事柄な

ら簡単に短いメモやメッセージ

を書くことができる。 

短い個人的な手紙なら書くこと

ができる：例えば礼状など。 

身近で個人的に関心のある話題に

ついて、つながりのあるテクストを

書くことができる。私信で経験や印

象を書くことができる 

 

B2 C1 C2 
長い会話や講義を理解すること

ができる。また、もし話題がある

程度身近な範囲であれば、議論の

流れが複雑であっても理解でき

る。 

たいていのテレビのニュースや

時事問題の番組も分かる。 

標準語の映画なら大多数は理解

できる。 

たとえ構成がはっきりしなくて．

関係性が暗示されているにすぎ

ず，明示的でない場合でも、長い

話が理解できる。 

特別の努力なしにテレビ番組や

映画を理解できる。 

生であれ、放送されたものであ

れ、母語話者の速いスピードで話

されても、その話し方の癖に慣れ

る時間の余裕があれば、どんな種

類の話し言葉も難無く理解でき

る。 

筆者の姿勢や視点が出ている現

代の問題についての記事や報告

が読める。 

現代文学の散文は読める。 

長い複雑な事実に基づくテクス

トや文学テクストを、文体の違い

を認識しながら理解できる。 

自分の関連外の分野での専門的

記事も長い技術的説明書も理解

できる。 

抽象的で、構造的にもにも言語的

にも複雑な、例えばマニュアルや

専門的記事、文学作品のテクスト

など、事実上あらゆる形式で書か

れた言葉を容易に読むことがで

きる。 

流暢に自然に会話をすることが

でき、母語話者と普通にやり取り

ができる。 

身近なコンテクストの議論に積

極的に参加し、自分の意見を説朋

し、弁明できる。 

言葉をことさら探さずに流暢に

自然に自己表現ができる。 

社会上、仕事上の目的に合った言

葉遣いが．意のままに効果的にで

きる。 

自分の考えや意見を精確に表現

でき、自分の発言を上手に他の話

し手の発言にあわせることがで

きる。 

慣用衰現、口語体表現をよく知っ

ていて、いかなる会話や議論でも 

努力しないで加わることができ

る。 

自分を流暢に表現し、詳細に細か

い意味のニュアンスを伝えるこ

とができる。 

表現上の困難に出会っても、周り

の人がそれにほとんど気がつか

ないほどに修正し、うまく繕うこ

とができる。 

自分の興味関心のある分野に関

連する限り、幅広い話題につい

て、明瞭で詳細な説明をすること

ができる。 

時事問題について、いろいろな可

能性の長所、短所を示して自己の

見方を説明できる。 

複雑な話題を、派生的問題にも立

ち入って、詳しく諭ずることがで

き、一定の観点を展開しながら、

適切な結論でまとめ上げること

ができる。 

状況にあった文体で、はっきりと

すらすらと流暢に記述や論述が

できる。効果的な論理構成によっ

て聞き手に重要点を把握させ、記

憶にとどめさせることができる。 

興味関心のある分野内なら、幅広

くいろいろな話題について、明瞭

で詳細な説明文を書くことがで

きる。 

エッセイやレポートで情報を伝

え、一定の視点に対する支持や反

対の理由を書くことができる。 

手紙の中で、事件や体験について

自分にとっての意義を中心に書

くことができる。 

適当な長さでいくつかの視点を

示して、明瞭な構成で自己表現が

できる。 

自分が重要だと思う点を強調し

ながら、手紙やエッセイ、レポー

トで複雑な主題を扱うことがで

きる。 

読者を念頭に置いて適切な文体

を選択できる。 

明瞭な、流暢な文章を適切な文体

で書くことができる． 

効果的な論理構造で事情を脱明

し、その重要点を読み手に気づか

せ、記憶にとどめさせるように、

複雑な内容の手紙、レポート、記

事を書くことができる。 

仕事や文学作品の概要や評を書

くことができる。 

 

表2 共通参照レベル：自己評価表 


